
ウパメガシとサルキン

田 中 震 治

ウノマメ j.f v とムベは共に暖地の海洋性植物で、日本 l 説では加東郡に昔、ア" " < : / > 7 ヤコ( ヲミ部古〉が住んでい
中衛部の海浮から8-10km. 位まで自生しているので| て夜の中にパノ者の種子を比延庄村会でばらまいてゃ
ある。然し多可郡地方では海岸から50km. 色隊れた| るといって夕方から議きかけたが思った. t l ? 村が広ナ
処に大群落があって植物分布の上から見て色大驚異に| 智でとうとうパノ刊誌で夜が明けたの鳴りの全部
信ずるととである。との海岸積物 2 穫について報告し| を ζの誌に播いてしまったのt:と色去っている、との
たいと別。 I誌が本植物の方言にまで発展したのは面白い、 ζ 叫ま

1. ウパメガシ | 多可郡比延庄村と如来郡鴻JI [ 村との壌に姿る処で、 ζ

ウパメガジは我閣の夜葉樹の代表的な色のとして、
或は木炭として世界最夜の備長決の材料であるので情
問でる穏〈知られている、ぞれ故、方言色多く、ウパ
メ、イマメガジ、ウ T メヵージ、イヌガシ、クロガγ、
ノマペ等といわれ、本郡ではぜユゴメとかノマノキと呼ば
れている、そしておn : 月の焚き初あには無〈ではな b
ぬ縁起のよい植物の一種である。
本植物は初烏佐霊安博士の調査では、目撃両国に E遣
し、中華では貴洲ゃ四J f I 、湖北、標E量、広東の誇省に
知 b れ、日本と毒事しい鴎獲分布をしている、そして中
懇では内陸に限られているが、我国で、は逆に若手浜援物
として知 b れているのである。それに多可郡ではt目姿
な内陸に知られていて、分布を比殺すると、面白い対
比である。たど日本? ゴげを見ると海岸で発生した植物
と思えるが中著書や本郡の例から換すと初烏博士の設の
援に内陸発生起源の色のであると云え主う。との植物
が海辺かち選〈離れた本君sに産するにとは嘗って入君事
であった時代の遺物であろうと考える学者色ある。本
濡の分布は商にのびて備前、津山にまで及んでむ、る o

我が国に; 持げる分布は東は伊豆半島で組伊半島には
木炭の材料にナる程、箆産ナるので知られている。瀬
戸内海には散在し、四国は南海岸に多い、九州では散
在する程度で南限は屋久島にヱえんでいると云5 ととで
ある。

本県の分布は、淡路では、中[ も昔Eの海岸に限られて
いる。援磨では捧保郡、室、産、印南郡大塩附近、多可
郡比延庄村、加東郡朝党寺山に知られている、摂津で
は神戸市塩屋、舞子、奥妙法寺に知られ、 f日馬、丹波
には自生を見ない、大塚附近並びに比延庄では可成り
茂った処があるが、郡内では加 d JfIj支流の畑谷川及び
本流を主主としてその西側にはなく東側で約 200m.以上

旬の山のみに自生品がある、伝言定に主ると、昔、弘法大
師が、との糧子を袋に入れて扱き廻ったがパノ寺の主士
でと 5 とう種子が無くなったから、と ζか b 奥には 1
2宇ち自生が無いのt:'と伝っている。又西脇町附近の伝

';. .t l? g音域ば"g!f;/tに主与る多可郡には無〈て庭なEI:植
えて重量らしがられているのは不思議である a
比延庄に如何に銭産するかは次の年中行事のあると
とで想像して貰えると思う。例えば大晦日の娩か、n :
月の焚き初に、との木の枝葉でつくった柴を用いる
が、火を放っと枯れ葉が威勢よく普を立てて賑やかに‘
燃えるのである、との脅がぜlことめーザlごとあ( 銭
米〉と問えると云い、或は又銭を蔵の中へ詰め込め、
詰め込めと繰主主ナと問えるとるい〉、お自問屋王い雲寺t:
と縁起H 旦{ 。のである、工コ会り他の地方で大豆殻を乾
燥させて置いてn : 刃に焚き初めに普を立て h 燃やし、
安め( 元気になるの方言〉になるとか、にぎやかに繁
栄するとかーお目出度いととにかとつけるのと金く同
どととである o

2. ザルキン
ぜ y ゴメと同ヒ段な分布をナる援物で、果実が美味で

あるので人生との関係が深〈、ト寺 Y アケピ、ウペ、
寸昇界ピ、サル当 y 、ぜイ、な E の桑名がある、本州
中南部、九州、流球、台湾毒事の海に主主いI勾に分布して

布しているのである、自生の場所は大体 150V l .以上の
山地で来叉は東南、主誌は南向きの谷筋に多〈乾燥する
尾摂には見当らない、谷合いの謹木裂の然か色クズ、
アケビ、子宮ロ等り蔓草の産量綿とした何l { ) . 昼敷色あろ
ラかと忍われる大藤棚弐の手の属〈様な槻を作ってま苦
っている、果実の大き宮は捧円形で長径 7 c m、中央の
周囲l 1c m、位で長い泉梗の端に 3 ケが相援して放射
状 lてつくか、 2 ケが八字主主につくか、1 Jrftけつ〈場合
色るって-'j乏して唐らないが、 10月末、深緑色に光沢
の設い葉主主の関に同むくピカピカと治沢のある紅紫色
の泉実が 1 自に 100側近く色ぶら下っているのは偉観
である。特に 1ケ訴から同大の果実が2ケ八学状につい
ているのは丁度、イヌノブ夕、 9の呆実を想い起ζナの
である、しか品、その色が猿のしり t:"ζの擦に車工紫色
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していた折、との蔓の薬効をき、、早速実験に{Iil気を
、治.L再び旅に問たか t¥ 叉旅と名附けたと色いわれて
いる。
丹波、多紀郡では、ムベの官事と鉢穏に仕立て、、七

五三( ジナゴサ; / ) と称え、 gj ! f ! 凌い植物与していると
聞いている、そのわけは小葉がT枚、 5 枚、 3枚とilUか
れるからt : : といっているが山で自然の状態を見る之、 M

3枚から 7枚まで、色々で5枚のものが 1容多いが、 4
1交も 6枚品、勿論あって、 3、5、7枚に決= った事はな L

い、併し関芸家が盆裁として意の京、に棄の努定をナ，
るなふ、或は 753 に揃えるととは容易な ζ とであ -
Q o 又菜種首! 底の目録の中に七五三の首として売出し
ているのを見ると、やは担 ζのムベの首のJ : うであるて
からテゴミサンの方言色随分広いのであろう。

ムプより出た言葉であると記されている、寸 ?n見ピの
棄には苦手習と辛沫とがあって猫剥の動物である虎や瀦
が奥? と忽ち悦惚として誠に除侠そうになるという事
である、その写真と記事が光年の朝日夕、ラフにち民て
いた事があった。本種はム λとは全く呉る植物で[ 可の
縁色ゆかりもない。
上記二種の; 詰物は暖地の海岸‘怯のちのであるが、と
の北擦の山上にまで分布じているのは、海の入込みと
滋賀との関濡e - - 6の還りのあろう事は疑う余地はな
い、ウパメガジの種子ほ水に1毒されて腐らなくても動
物に喰われて消化されて了うしームペの種子は恐 E主主
如何なる動物の消化器を透過して色泊、イヒじそうにな
い、それでA ペの分布状態、の方は海とは関係づけ難い，
と考えるが、然し双方を併せて考えると、随分奥王まのあ
る問題である。従って更に詳しく調査して再度報告し
たい。 Oct. 1951 

にピカピまI光っているのは、形、色、大きさから携し
て田舎人でなくて色、さながら猿のプグ q を想像させ
るのに難〈ない。ぞれ主主主暑地では早速、とれに擬しで
サルキ y と呼び、 llr民に親しまれている。
書物に主つては果実が熟ナると縦に裂閉すると記載
した色のがあるがアケビと呉! ' ! . 裂関は決してしな
い、務れに縦裂の主うに穫の出来るととがあeるが. ア
クぜの様な聞き方では無い、皮の繊維色、ぞうはなっ
ていない指先きで開け見ると中味はグ、チヤグチヤで、
ζれ色亦、アケピのようにパテナ式に選つてはいな
い、味は甘ぐておいしいが. 何分、種子がふさく、タ
ロイ Y グY 位で数が 70-1∞設もあって殆E種子ばか
りと云って色、J : い位である. 口の中でとの種子の処置
に図るのであるが、その. 女主呑み込むと援子が治イ己管
を言葉還りしてしまう、それで食ぺたζ とは翌朝健民で
よくミ測るのである。
ムベの語源にτコいては牧野党主主の日本植物図鑑に詳
しい差是地方では子主" 'fJ アケピやムペでは一向適用せ中
形と色とかちサル当ジが一番ピヅ' "

は. 菅やくざがばくちに負けて一物色無くしてしまい
飢餓で山を運行中、たまたま、 ζの果実を見附けて食
べ. 元気を快復して、又旅を続けるととができたかち
守" ' ' ' ' ピと去い出したと伝えている、呆実の中は充当ん
ま子種子ばかりなので、果して. ζれ位で飢が凌げたか
何うかは蓬j:疑わしい。
な: i a との縫物はき岳地の民間棄として重宝がられてい

あるのである、即ち、主主を乾燥して、後に煎汁を ftり
千奈ほしなと食塩とを加えて風呂湯をつくり、温浴を
繰返ナとイ出気や梓経療に特効がある、どの湯に入ると
一週間か、半月位で根治するといっている、併じ、菅
の交選不便の折、或る行商人がイtll痛の為に行荷主三中止

iVIr--、

誌
3. 産地の詳詑と正確。分布: を詳記せるものは他
にあ世ません。

4. 最新の耳石官学名烈話、植物名衰の代りとなりー
まずO

B6版 170頁良質絞俊用300郊限定版
目下第二舎が印刷中であ bまして、 1 、 2巻御注文

の方lこ限り、 800円( 送料共) にして下さる尚です。
御希望のつケば直接関先生宛申し込んで下さい。( 室井
記〉

索検鞠4車
著者杉本原一氏は日本樹木検索表三省堂溌行の大著|
で御承知の御事と存じます。問書は既に絶版となって
時に古本震にi l : I ましでも 3000円ちしています。この度
著者は更l二主主本、羊歯を加え、日本の総ての擁物の検
索設、を公にしつιありまナ。我々生物教師の血となり
肉となる本主与に身にフ〈主い書物であることを皆援に
御薦め致しまナ。

本書の四大特長

蕃}J民本杉

静岡市八勝本町5 了目 9

杉本植物研究所
指替緩漬 1 3 4 3 9 脊

申込先
1. 日本民生の会種と渡来種の多数集長長。
2. 検索の玄確と卒易。著者自ら採集又は裁培し
て比絞し? と。
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